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道徳科学習指導案 

日 時 令和８年１月 27日（火） 

 第５校時 13:35～14:20 

学校名  

対 象 第２学年 組  名 

会 場 ２年 組教室 

授業者  

 

１  主題名  

みんな同じに接すると Ｃ 公正、公平、社会正義 

   

２ ねらいと教材名 

ま⑴ ねらい 自分の好き嫌いにとらわれないで、誰に対しても公平に接しようとする態度を育てる。 

ま⑵ 教材名 「大すきな フルーツポンチ」（出典：『新編 新しい道徳２』東京書籍 

 

３  主題設定の理由   

⑴ 価値観 

本主題は、小学校学習指導要領（平成 29年３月告示） 

第３章 特別の教科 道徳  第２ 内容 

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること 

 ［公正、公平、社会正義］第１学年及び第２学年 

 自分の好き嫌いにとらわれないで接すること。 

を受けて設定した。 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別の教科 道徳編には、「集団や社会において公

正、公平にすることは、私心にとらわれず誰にも分け隔てなく接し、偏ったものの見方や考え方を

避けるよう努めることである。」と記されている。また、第１学年及び第２学年の指導の要点では、

「公正、公平な態度に根差した具体的な言動を取り上げて、そのよさを考えさせるようにすること

が大切である。」「児童が誰に対しても公正、公平に接することのよさを実感できるようにすること

が大切である。」とも記されている。 

これを受け、児童が自分の好みや利害に捉われず、誰とでも分け隔てなく接することができるよ

うになるためには、公平のよさを考えたり、実感したりすることが大切であると考えた。教材に登

場する人物の心情について考え、話し合うことを通して、自分の好き嫌いにとらわれず、誰に対し

ても公平に接しようとする態度を育てていく。 

⑵ 児童観 

本学級の児童は、進級に伴う学級編成替えがなく、第１学年の時から多くの時間を共に過ごして

いる。そのため、学習や生活の両面で自然と声を掛け合って、仲よく協力して過ごす姿がある。し

かし、その一方で、自分の好みによって態度を変えることがある。また、他の人も自分と同じ感じ

方や考え方であると思い込み、違った感じ方や考え方を否定する場面が見られる。これは、この時

期の児童に自己中心的な側面があるからだと考えられる。本時の授業に当たりアンケート（令和７

年 12月 16日（火）実施）を行ったところ、結果は、以下の通りだった。 

 

【事前アンケート】（令和７年 12月 16日（火）実施 34人回答） 
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 項目 回答 

１ 

ケーキをもらうと

き、自分だけ小さかっ

たらどう感じますか。 

・ ずるい、悲しい。 （29人） 

・ 特に何も感じない。（０人） 

・ 分からない。   （５人） 

２ 

仲よしの友達をつい

つい特別扱いしてしま

ったことはあります

か。それは、どんな出来

事でしたか。 

・ ある。 （26人）   

・ ない。 （２人） 

・ 分からない。（６人） 

【出来事】 

・ 仲よしの友達とだけトイレに行こうと誘ってしまう。 

・ 何で遊ぶか意見がまとまらないとき、仲よしの友達の意見に

賛成してしまう。 

・ 仲よしの友達だけにシールをあげてしまった。 

・ 鬼ごっこをしているとき、仲よしの友達は逃げ切って欲しい

から、追いかけなかった。 

・ 仲よしの友達に給食で「少なくして」と言われて、少なくした

ことがある。 

・ 特別な物を仲よしの友達には見せたけど、みんなには見せな

かった。 

・ 仲よしの子には挨拶をしているけれど、そうじゃない子には

挨拶しない。 

３ 

これまでに、①みん

な同じに接したことは

ありましたか。②みん

なと同じように接して

もらえたことは、あり

ましたか。それは、どん

な出来事でしたか。 

【①の回答】 

・ 手紙を配るとき、みんな同じように丁寧に配っている。 

・ 鬼ごっこのとき、みんな平等に追いかけている。 

・ 拍手をするとき、みんな同じように拍手している。 

・ 誰が落として物をしても、同じように拾うのを助けている。 

・ 給食当番のとき、できるだけみんな同じに配っている。 

・ みんなで遊んでいるとき、おやつをみんな同じ数ずつ渡した。 

・ 貸してと言われたら、みんなに貸してあげる。 

・ おかしを渡すとき、家族みんなに同じものを配った。 

・ みんなで遊ぶとき、仲間はずれをしない。 

【②の回答】 

・ 他の人と同じように、鬼ごっこに誘ってくれた。 

・ みんなが同じように挨拶をしてくれる。 

・ 友達が私と友達のみんなにお土産をくれた。 

・ みんなと同じように丁寧にプリントを配ってくれた。 

・ 忘れ物をして困っているとき、私にも貸してくれた。 

・ 給食の量をみんなと同じように配ってくれた。 

・ 友達が違う友達だけでなく、私にもクリスマスのプレゼント

をくれた。 

・ 友達が他の人と同じように自分のも靴そろえをしてくれた。 
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アンケートの結果から、不公平な状況に自分が置かれると嫌な気持ちを抱くのに、公平な態度を

いつも取ることができていないことが分かる。公平でない状態に不快さを抱くのに、なぜ、公平な

態度が取れないのかを問い、公平な態度でいることの難しさに目を向けられるようにする。その上

で、公平に接するために大事なことについて考え、ねらいとする道徳的態度を育てていく。 

 

⑶ 教材観 

【教材の概要】 

本教材は、主人公の「ぼく」が給食の人気メニューであるフルーツポンチをみんなに配る内容に

なっている。「ぼく」は、給食当番となり、全員に配ることができるように気を付けてよそい始める。

しかし、仲よしのしゅんたさんが来ると、多く入れてあげたいという気持ちになった。そこで、大

人しいけんちゃんを少なくしようと考えて、しゅんたさんに多くよそってしまう。そのとき、それ

を見ていたかおりさんに「どうして」と指摘される。 

【教材文活用の視点】 

仲よしの友達を特別扱いすることは、周りのみんなを不快にさせることにつながる場合がある。

自分の好みで態度を変えると公平さを欠いてしまうということが、本教材は分かりやすく描かれて

いる。また、友達に対する偏った見方や接し方をする人間の弱さも十分に感じられる教材になって

いる。 

【教材分析】  

場面(登場人物の言動) 心の動き 
〇 発問 ◎ 中心発問 

(ねらいに関連する価値) 

給食の時間が始ま

り、みんな同じ量にな

るように気を付けなが

らフルーツポンチを配

り始める「ぼく」 

・ やった給食だ。 

・ みんなの嬉しそうな  

顔を見るのも楽しみ。 

・ みんな同じ量になる  

ように配るぞ。 

○ 気を付けながらよそい始めた「ぼく」は、

どんなことを考えていたでしょう。 

（Ｃ 勤労、公共の精神） 

しゅんたさんが目の

前に来たときの「ぼく」 

・ しゅんたさんに多く

入れたら喜んでくれる

だろうな。 

・ 足りなくなったらど  

うしよう。 

・ けんちゃんは文句を

言わないだろう。 

 

しゅんたさんの器に

フルーツポンチをたく

さん入れた「ぼく」 

・ しゅんたさん、喜ん

でくれるかな。 

・ けんちゃん、ごめん。

許してね。 

・ みんなにばれなけれ

ば平気だよ。大丈夫。 

○ しゅんたさんの器にフルーツポンチをたく

さん入れたとき、「ぼく」は心の中でどんなこ

とを思っていたでしょう。 

（Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任） 

（Ｂ 親切、思いやり） 

（Ｂ 友情、信頼） 

（Ｃ よりよい学校生活、集団生活の充実） 



 

4 

 

 かおりさんに「どう

して、しゅんたさんの

だけそんなに多いの」

と指摘された「ぼく」 

・ ばれてしまった。ど

うしよう。 

・ まずい。怒られる。 

・ まずいことをしてし

まった。やらなければ

よかった。 

・ 仲よしなんだから、

いいだろう。 

◎ 「どうして、しゅんたさんのだけそんなに多

いの。」というかおりさんの声を聞いた「ぼく」

は、どんなことを考えたでしょう。 

（Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任） 

（Ａ 正直、誠実） 

（Ｂ 友情、信頼） 

（Ｃ 規則の尊重） 

 

４  年間指導計画における位置付け 

  １月 主題名 公平にすると        Ｃ 公正、公平、社会正義 （本時） 

     教材名 「大すきなフルーツポンチ」 

 

５  指導に当たって  

ア 教材を提示する工夫 

場面絵を追加し、紙芝居風に提示しながら読み聞かせをする。座席をコの字型にして、前に集め

て読み聞かせを行う。間を取りながら読むことで、主人公である「ぼく」の気持ちを想像しやすく

する。 

イ 話合いの工夫 

ハンドサインによる意思表示によって自分の考えを表現できるようにする。中心発問では、児童

相互の考え方、感じ方を出し合って、共有し、多様な考え方に出合えるようにするためにペアでの

対話を行う。 

ウ 書く活動の工夫 

自己を見つめる発問においては、児童が自らの考えを深めたり、整理したりするために、書く活

動を行う。また、事前アンケートの結果を活用し、アンケート用紙の裏面に書けるようにすること

で、児童自らが変容を実感し、自分との関わりで捉えられるようにする。 

エ 発問構成の工夫 

中心発問の前に、主人公である「ぼく」が仲よしの友達に公平さを欠く行動をしてしまう心の内

面を考えることを通して、公平に接することの難しさを十分に感じられるようにする。その上で、

中心発問で、「かおりさんの声を聞いた『ぼく』は、心の中でどんなことを思ったでしょう。」と発

問し、公平に接するために大事なことに気付けるようにする。このように、発問に関連性をもたせ、

ねらいに迫っていく。 
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６  本時   

⑴  学習指導過程   

時間 
学習内容・学習活動 

〇 発問 ◎ 中心発問 ・ 予想される児童の発言 

 ◇ 指導上の留意点 

◆ 評価の視点 

導入 

３分 

１ 本時の学習への意欲・関心、問題意識をもつ。 

◯ アンケートの結果を見ましょう。特別扱いをされて嫌

な思いをする人が多いのに、自分は特別扱いをすること

があるようです。特別扱いをしないで、みんな同じに接

するために大事なこととは何でしょう。一緒に考えてみ

ましょう。 

◇・事前のアンケート結果を

活用しながら進めること

で、自分事として捉えられ

るようにする。 

◇ 主題を意識できるよう、

主題名を提示する。 

展開 

39分 

２ 教材「大すきなフルーツポンチ」を読んで、発問につい

て考え、話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 気を付けながらよそい始めた「ぼく」は、どんなこと

を考えていたでしょう。 

・ 上手に配るぞ。 

・ みんな同じに配れるように、頑張ろう。 

・ みんな、嬉しそうだな。 

・ 給食当番、頑張るぞ。 

 

○ しゅんたさんの器にフルーツポンチをたくさん入れた

とき、「ぼく」は心の中でどんなことを思っていたでし

ょう。 

・ しゅんたさん、喜んでくれるかな。 

・ しゅんたさんが給食当番のときは多くしてもらえるか

もしれない。 

・ けんちゃんなら文句を言わないから別にいいや。 

・ 黙っていれば、みんなに気付かれないし平気さ。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 前に集まって場面絵を見

せながら読み聞かせをする

ことで、物語の世界に引き

込み、主人公の気持ちを想

像しやすくする。 

◇ 場面絵を用いてあらすじ

を簡潔に押さえ、教材理解

ができていることを確かめ

る。 

◇ 始めは、みんなに同じ量

を配ろうとしていることや

みんなを喜ばせたい気持ち

になっていることを確認す

る。 

 

 

◇ 「ぼく」の身勝手な考え

やずるさを確認する。 

◇ 仲よしの友達だけを優先

する不公平な態度に気付か

せるために、多くよそられ

たフルーツポンチの場面絵

と少なくよそられたフルー

ツポンチの場面絵を黒板に

貼る。 

◇ 自分の好みによって行動

してしまう人間の弱さを取

り上げ、公平な態度で接す

ることの難しさを感じられ

るようにする。 
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 ◎ 「どうして、しゅんたさんのだけそんなに多いの。」と

いうかおりさんの声を聞いた「ぼく」は、心の中でどんな

ことを思ったでしょう。 

・ ばれた。どうしよう。 

・ 怒られる。やばい。 

・ やらなければよかった。 

・ みんなのために、もっと考えればよかった。 

・ みんな同じにするのが大切だったんだ。 

・ 次は、みんなが喜んでくれるように同じに配ろう。 

 

 

 

 

 

３ 自分自身の生活を振り返る。 

○ これまでに、特別扱いをしないで、みんな同じに接し

たり、接してもらったりしたことはありますか。また

は、誰かを特別扱いしてしまった出来事はありますか。

そのとき、どんな気持ちになりましたか。 

・ 仲よしとか、そうじゃないとか関係なくみんなに明る

く挨拶している。みんなが気持ちよく過ごせるからこれ

からも続けたい。 

・ 水筒の持ち帰り忘れを見付けとき、仲よしとか関係な

く忘れていた人みんなに声を掛けた。悲しむ人がいなく

て嬉しい気持ちになった。 

・ 配るとき仲よしの友達には丁寧に渡したのに、そうじ

ゃない友達には雑に配ってしまった。人によって態度を

変えるのはよくないから、これからはみんな同じに配り

たい。 

◇ 反省や後悔だけでなく、

みんなのためになることを

考えた発言を取り上げ、公

平に接するために大事なこ

とに気付けるようにする。 

◇ ワークシートに書き、ペ

アで対話する。その後、全

体で共有する。 

◆ 「ぼく」がとった行動の

過ちに気付き、「ぼく」の気

持ちを多面的・多角的に考

えようとしているか。（ワー

クシート、話合い、発言） 

 

◇ アンケートを活用し、ア

ンケートの続きに書くこと

で、児童自らが変容を実感

できるようにする。 

◇ 主題について立ち返り、

ねらいとする道徳的価値へ

の理解を深める。 

 

◆ 自分の好き嫌いにとらわ

れないで、誰に対しても公

平に接しようとする態度に

ついて、自分自身との関わ

りで考えているか。（ワー

クシート、発言） 

終末 

３分 

４ 本時の学習を振り返る。 

○ 教師の説話を聞く。 

◇ 公平についての説話を行

い、これからの意欲へとつ

なげる。 

 

⑵こ評価 

ま⑶ア 「ぼく」がとった行動の過ちに気付き、「ぼく」の気持ちを多面的・多角的に考えようとしてい

るか。（ワークシート、話合い、発言） 

ま⑶イ 自分の好き嫌いにとらわれないで、誰に対しても公平に接しようとする態度について、自分自

身との関わりで考えているか。（ワークシート、発言） 
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⑶ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 授業観察の視点 

ア 学習指導過程の構成と指導の手立て、発問構成は、適切なものとなっていたか。 

  イ 物事を多面的・多角的に考える学習活動は適切だったか。 

  ウ 児童の発言や反応を傾聴し、適切に対応し、指導に生かしていたか。 
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